
議案第１４号

北九州市立小中学校等管理規則の一部改正について

北九州市立小中学校等管理規則の一部を改正する規則を次のように定める。

令和２年６月２５日提出

                     北九州市教育委員会

教育長 田 島 裕 美

提案理由 新型コロナウイルス感染症のまん延防止のための臨時休業の実施に

伴い、北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の学期及び休業日につ

いて、令和２年度における特例を設けるため、関係規定を改める必要がある

ので、この規則案を提出する。
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北九州市立小中学校等管理規則の一部改正について 

１ 改正理由・概要 

新型コロナウイルス感染症への対応として、北九州市立の小学校等においては、学校保健安全

法（昭和３３年法律第５６号）第２０条に基づき、長期にわたり臨時休業とした。 

長期の臨時休業を実施した中においても令和２年度の教育活動を適切に実施するため、北九州

市立小中学校等管理規則の一部を改正し、北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校におい

て、令和２年度に限って学期の設定の変更及び休業日の短縮を行うこととする。 

（１）学期の設定の変更について 

現行では、学年を３つに分けて３学期制としており、第１学期の児童生徒の評定等を７月の中

旬に行うこととしている。 

しかし、長期間の臨時休業により、当該時期までに行うことのできる授業時数が少なくなるた

め、評定等を適切に行うことは困難であると考えられる。また、現行の第１学期の期間で評価を

行うとすると、短期間で学習効果の測定やその他の資料収集、評定の算出などの作業を行う必要

があり、児童生徒だけなく、教職員にも過大な負担が生じ、児童生徒と向き合う時間の減少にも

つながる懸念がある。これらの点を勘案し、令和２年度については、学年を２つに分けて２学期

にすることとした。 

第１学期と第２学期の期間の設定については、テストや評価のスケジュールを加味した上で、

それぞれの授業日数をほぼ均等になるようにするため、１学期の終了を１０月１６日とする。 

（２）休業日の短縮について 

臨時休業が長期化したことにより、授業時数を十分に確保することが難しい状況が発生してい

る。 

そのため、長期休業日については、教職員の休暇取得の促進や、児童生徒の帰省等を考慮しつ

つ、授業時数を確保する観点から、 

・夏季休業日を８月６日から８月１６日まで ※例年：７月２１日から８月２５日まで

・冬季休業日を１２月２６日から翌年の１月４日まで ※例年：１２月２４日から翌年の１月７日まで 

とする。 

なお、この対応を行っても授業時数の不足が発生する見込みであるが、不足する授業時数分に

ついては、原則として各学校において効率的な授業を行うことで対応する。 

（３）小学校、中学校及び特別支援学校の変更のみを規則改正によって措置する理由 

市立の高等学校、高等専修学校、高等理容美容学校については、その設置の数が１校ずつであ

り、臨機の対応を可能とするため、校長の判断で学期の設定の変更や休業日の短縮を行うことと

し、規則改正は行わない。また、幼稚園においては、小学校等のような評定等がなく、また教科

毎の標準授業時数がないなど、教育課程に関する考え方が異なるところがあるため、休業日及び

学期の設定を変更する予定はない。 
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２ 改正内容 

①規則第２条第２項に規定する学期の設定について、令和２年度の特例として、学期の設定を次の

ように２学期とする。（付則第２項として新設） 

  第１学期 ４月１日から１０月１６日まで 

  第２学期 １０月１７日から翌年の３月３１日まで 

②規則第３条第１項に規定する休業日の設定について、令和２年度の特例として、同項第１号の夏

季休業日及び同項第２号の冬季休業日を次のとおりとする。（付則第３項として新設） 

  夏季休業日 ８月６日から８月１６日までの日 

冬季休業日 １２月２６日から翌年の１月４日までの日 

③規則第２条第２項及び第３条第２項から第６項までについて、（１）及び（２）に伴う読み替え規

定を設ける。（付則第２項および第３項として新設） 

３ 施行期日 

  公布の日 
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北九州市立小中学校等管理規則の一部を改正する規則をここに公布する。

令和２年７月１日

北九州市教育委員会

教育長 田 島 裕 美

北九州市教育委員会規則第１７号

   北九州市立小中学校等管理規則の一部を改正する規則

北九州市立小中学校等管理規則（昭和３８年北九州市教育委員会規則第８号

）の一部を次のように改正する。

付則を付則第１項とし、同項に見出しとして「（施行期日）」を付し、付則

に次の２項を加える。

（令和２年度における学期の特例）

２ 令和２年度における学期は、第２条第２項の規定にかかわらず、次の２学

期とする。この場合において、同条第３項中「前項」とあるのは「付則第２

項」と、「学年を分けて２学期とする」とあるのは「学期の期間を変更する

」と、第３条第２項中「前条第３項」とあるのは「付則第２項の規定により

読み替えて適用する前条第３項」と、「学年を分けて２学期とする」とある

のは「学期の期間を変更する」とする。

  第１学期 ４月１日から１０月１６日まで

  第２学期 １０月１７日から翌年の３月３１日まで

 （令和２年度における休業日の特例）

３ 令和２年度における夏季休業日及び冬季休業日は、第３条第１項第１号及

び第２号の規定にかかわらず、次のとおりとする。この場合において、同項

第４号中「前３号」とあるのは「前号及び付則第３項各号」と、同条第３項

中「第１項第１号」とあるのは「付則第３項第１号」と、同条第４項中「第

１項第１号及び第２号」とあるのは「付則第３項各号」と、同条第５項中「

第１項第４号」とあるのは「付則第３項の規定により読み替えて適用する第

１項第４号」とする。

 （１） 夏季休業日 ８月６日から８月１６日までの日

 （２） 冬季休業日 １２月２６日から翌年の１月４日までの日

付 則

この規則は、公布の日から施行する。
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参考                           北九州市立小中学校等管理規則新旧対照表 

新 旧 

   付 則 

 （施行期日） 

１ この規則は、昭和３８年２月１０日から施行する。 

 （令和２年度における学期の特例） 

２ 令和２年度における学期は、第２条第２項の規定にかかわらず、次の２学期と

する。この場合において、同条第３項中「前項」とあるのは「付則第２項」と、

「学年を分けて２学期とする」とあるのは「学期の期間を変更する」と、第３条

第２項中「前条第３項」とあるのは「付則第２項の規定により読み替えて適用す

る前条第３項」と、「学年を分けて２学期とする」とあるのは「学期の期間を変

更する」とする。 

  第１学期 ４月１日から１０月１６日まで 

  第２学期 １０月１７日から翌年の３月３１日まで 

 （令和２年度における休業日の特例） 

３ 令和２年度における夏季休業日及び冬季休業日は、第３条第１項第１号及び第

２号の規定にかかわらず、次のとおりとする。この場合において、同項第４号中

「前３号」とあるのは「前号及び付則第３項各号」と、同条第３項中「第１項第

１号」とあるのは「付則第３項第１号」と、同条第４項中「第１項第１号及び第

２号」とあるのは「付則第３項各号」と、同条第５項中「第１項第４号」とある

のは「付則第３項の規定により読み替えて適用する第１項第４号」とする。 

 （１） 夏季休業日 ８月６日から８月１６日までの日 

 （２） 冬季休業日 １２月２６日から翌年の１月４日までの日 

   付 則 

 この規則は、昭和３８年２月１０日から施行する。 
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